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連 結 注 記 表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

１．連結の範囲に関する事項

　子会社208社のうち164社を連結しております。主要な連結子会社の名称は、下記のとおりであります。

日本高周波鋼業(株)、神鋼特殊鋼管(株)、神鋼建材工業(株)、神鋼神戸発電(株)、神鋼物流(株)、

神鋼ボルト(株)、堺鋼板工業(株)、(株)神鋼エンジニアリング＆メンテナンス、

エヌアイウエル(株)、青島神鋼溶接材料有限公司、コウベ ウェルディング オブ コリア CO., LTD.、

(株)コベルコ マテリアル銅管、神鋼汽車鋁材（天津）有限公司、神鋼汽車鋁部件（蘇州）有限公司、

コウベ アルミナム オートモーティブ プロダクツ LLC、コウベ プレシジョン テクノロジー SDN.BHD.、

コベルコ・コンプレッサ(株)、神鋼造機(株)、神鋼圧縮機製造（上海）有限公司、

ミドレックス テクノロジーズ, INC.、(株)神鋼環境ソリューション、神鋼環境メンテナンス(株)、

コベルコ建機(株)、東日本コベルコ建機(株)、西日本コベルコ建機(株)、成都神鋼工程機械（集団）有限公司、

成都神鋼建設機械有限公司、杭州神鋼建設機械有限公司、成都神鋼建機融資租賃有限公司、

タイ コベルコ コンストラクション マシナリー LTD.、コベルコ インターナショナル シンガポール CO., PTE.LTD.、

コベルコ コンストラクション マシナリー (ＵＳＡ) INC.、

コベルコ コンストラクション イクイップメント インディア PVT.LTD.、コベルコクレーン(株)、

神鋼不動産(株)、(株)コベルコ科研、神鋼投資有限公司、コウベ スチール ＵＳＡ ホールディングス INC．

　当連結会計年度において、神鋼汽車鋁材（天津）有限公司をはじめとする３社を新たに連結の範囲に含めております。また、当連結会

計年度より、ニコーアルミ工業(株)をはじめとする５社を連結の範囲から除外しており、その理由は、清算等であります。

　なお、非連結子会社は、神協海運(株)をはじめ44社ありますが、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持

分に見合う額）等のそれぞれの合計額は、連結会社のそれらの合計額に比べ、いずれも重要性が乏しいので連結の範囲に含めておりませ

ん。

２．持分法の適用に関する事項

　非連結子会社44社及び関連会社62社のうち45社について持分法を適用しております。主要な持分法適用関連会社の名称は、下記のとお

りであります。

(株)大阪チタニウムテクノロジーズ、神鋼鋼線工業(株)、関西熱化学(株)、日本エアロフォージ(株)、

(株)テザックワイヤロープ、プロテック コーティング CO.、エスアールティー オーストラリア Pty Ltd、

無錫圧縮機股份有限公司、神鋼商事(株)、京セラメディカル(株)

　当連結会計年度より日本エアロフォージ(株)をはじめとする３社を新たに持分法の範囲に含めております。また、当連結会計年度より、

コベルコ コンストラクション マシナリー アメリカ LLC.をはじめとする４社を持分法の範囲から除外しており、その理由は、株式売却

等であります。

　なお、持分法を適用していないのは、非連結子会社44社（神協海運(株)他）及び関連会社17社（(株)ジルコプロダクツ他）であります。

これらの会社の当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等のそれぞれの合計額は、連結会社、持分法適用会社

のそれらの合計額に比べ、重要性が乏しいので持分法を適用しておりません。

３．会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

(ア) 有価証券の評価基準及び評価方法

①満期保有目的の債券　　　　　　　　原価基準

②その他有価証券

(ⅰ) 時価のあるもの　　　　　　　　決算日の市場価格等による時価基準（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は主として移動平均法により算定）

(ⅱ) 時価のないもの　　　　　　　　主として移動平均法による原価基準

(イ) デリバティブの評価基準

時価基準

(ウ) たな卸資産の評価基準及び評価方法

　主として鉄鋼事業部門、溶接事業部門及びアルミ・銅事業部門のたな卸資産は総平均法、機械事業部門、エンジニアリング事業

部門、神鋼環境ソリューション、コベルコ建機及びコベルコクレーンの製品、仕掛品は個別法による原価基準（貸借対照表価額は

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産

(ⅰ) 自己所有の固定資産　　　　　　主として定額法によっております。

(ⅱ) リース資産

所有権移転ファイナンス・

リース取引に係るもの

　自己所有の固定資産に適用する方法と同一の方法によっております。

所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るもの

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

②無形固定資産　　　　　　　　　　　主として定額法によっております。

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（主として５年）

に基づく定額法を採用しております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

①貸倒引当金　　　　　　　　　　　　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金　　　　　　　　　　　　従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

③製品保証引当金　　　　　　　　　　当社の、機械事業部門の産業機械、エンジニアリング事業部門のプラント及び鉄鋼事業部

門の鋳鍛鋼品の販売後の保証費用の支出に備えるため、売上高に対する過去の経験率に基づ

く当連結会計年度負担見積額のほか、特定案件の当連結会計年度負担見積額を計上しており

ます。

　また、一部の連結子会社は、製品の販売後の保証費用の支出に備えるため、過去の経験率

等に基づく当連結会計年度負担見積額を計上しております。

④受注工事損失引当金　　　　　　　　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における未引渡工事等の損失

見積額を計上しております。

⑤環境対策引当金　　　　　　　　　　「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」により処理が義務

付けられているＰＣＢ廃棄物の処理費用について、当連結会計年度末における見積額を計上

しております。

⑥構造改革関連費用引当金　　　　　　事業の構造改革に伴い発生する費用について、当連結会計年度末における見積額を計上し

ております。

(4) 退職給付に係る負債の計上基準

　従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上

しております。

　過去勤務費用は、主としてその発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により費用処理することとしております。

　数理計算上の差異は、主として各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間による定額法により按分した額を、そ

れぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

　未認識過去勤務費用及び未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の

退職給付に係る調整累計額に計上しております。

(5) 収益の計上基準

　当社の機械事業部門及びエンジニアリング事業部門及び一部の連結子会社の請負工事については、当連結会計年度末までの進捗部

分について成果の確実性が認められる工事には工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事には工事完成

基準を適用しております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　外貨建金銭債権債務は、為替予約を振り当てたものを除き、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。

　なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換

算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めております。

(7) 重要なヘッジ会計の方法

(ア) ヘッジ会計の方法　　　　　　　　　　繰延ヘッジ処理によっております。

　なお、個別に為替予約を付した外貨建金銭債権債務等については振当処理を行なっており

ます。

　また、特例処理の要件を充たす金利スワップ取引については特例処理によっております。

(イ) ヘッジ手段とヘッジ対象

①ヘッジ手段　　　　　　　　　　　　為替予約取引、金利スワップ取引及び商品先渡取引

②ヘッジ対象　　　　　　　　　　　　為替、金利及びアルミ等地金の売買に係る相場変動による損失の可能性がある資産又は負

債（予定取引により発生が見込まれるものを含む。）

(ウ) ヘッジ方針及び

ヘッジ有効性の評価方法

　当社及び連結子会社は、相場変動のリスクの低減を目的としてヘッジ取引を実施してお

り、投機を目的としたヘッジ取引は一切実施しないこととしております。

　当社のヘッジ有効性の評価については、内部規程に基づき実施しております。

　連結子会社のヘッジ有効性の評価については、当社と同様の規程に基づき当社の所管部室

において実施するか、又は、各子会社内に管理担当部室をおいて実施しております。

(8) のれんの償却方法

　のれんの償却については、発生年度において実質的判断による償却期間の見積りが可能なものはその見積年数で、その他について

は５年間で均等償却（僅少な場合は一時償却）しております。

(9) 繰延資産の処理方法

　株式交付費は、支出時に全額費用として処理しております。

(10) 消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

(11) 連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しております。
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(12) 会計方針の変更

　　 （退職給付に関する会計基準等の適用）

　　当連結会計年度末より、「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を適用しております（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定

めを除く。）。

　　退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び

未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上しております。なお、年金資産の額が退職給付債務の額を超過している場合は、

退職給付に係る資産に計上しております。

　　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度におい

て、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しております。

　　この結果、当連結会計年度末において、その他の包括利益累計額が13,183百万円減少しております。

　　 （減価償却方法の変更）

　　有形固定資産の減価償却方法については、従来、主として建物及び構築物は定額法、その他は定率法を採用しておりましたが、

当連結会計年度よりその他の資産についても定額法に変更しております。

　　当社グループにおいては、近年の経営環境の変化に伴い、鋼材事業をはじめとして、従来の生産能力増強投資が減少する一方、

競争力強化投資が増加しております。また、当連結会計年度を初年度とする中期経営計画において、製造設備は長期安定的な稼働

を想定しており、保全工事などの設備維持コストも平準化し、市場環境や技術の変化による陳腐化リスクも少ないと見込んでおり

ます。このような状況を踏まえ、より適正な費用と収益の対応を図り、経営実態を的確に反映するため、定額法に変更するもので

あります。

　　この変更に伴い、従来の方法に比べて、減価償却費が23,363百万円減少し、営業利益は20,880百万円、経常利益及び税金等調整

前当期純利益は20,883百万円、それぞれ増加しております。

連結貸借対照表に関する注記

１．担保に供している資産及び担保に係る債務

(1) 担保に供している資産

現金及び預金 22,105百万円

有形固定資産 80,975

その他 17,060

合計 120,141

　上記のうち財団抵当に係るものは897百万円であります。

(2) 担保に係る債務

短期借入金 18,880百万円

長期借入金 29,128

合計 48,008

　上記のうち財団抵当に係るものは160百万円であります。

２．有形固定資産の減価償却累計額 2,304,310百万円

３．保証債務等

(1) 連結会社以外の会社の金融機関からの借入債務等に対し、保証を行なっております。

四川成都成工工程機械股份有限公司 13,173百万円

日本エアロフォージ(株) 4,410

その他（10社他） 3,856

合計 21,440

　上記には、保証類似行為に該当するもの（469百万円）を含めております。

　また、当社の連結子会社である成都神鋼工程機械(集団)有限公司は、販売代理店やリース会社を通じて顧客に建設機械を販売して

おります。販売代理店は、顧客の銀行ローンやリース取引について、担保となる建設機械を銀行ローン残高や未経過リース料相当額

で買い取る保証を差し入れております。この買取保証に関し、成都神鋼工程機械(集団)有限公司は再保証を差し入れております。当

該保証残高は、当連結会計年度末において95,028百万円であります。

(2) 受取手形裏書譲渡高 3,139百万円

連結損益計算書に関する注記

１．減損損失

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 場所及び件数
種類及び金額
（百万円）

事業用資産等
神戸市灘区他
　計７件

機械装置等
21,931

上記については、鉄鋼事業部門における鋼材事業の構造改革に伴い設備の一部遊休化を決定したこと等により、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（21,931百万円）として特別損失に計上しております。

２．構造改革関連費用

構造改革関連費用5,725百万円は、鉄鋼事業部門における鋼材事業の構造改革に伴い発生する解体工事費等であります。
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連結株主資本等変動計算書に関する注記

１．当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 3,643,642,100株

２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

平成26年５月16日開催の取締役会において、普通株式の配当に関する事項を次のとおり付議する予定にしております。

　　①配当金の総額

　　②１株当たり配当額

　　③基準日

　　④効力発生日

14,554百

4.0円

平成26年３月31日

平成26年６月５日

万円

　なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。
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金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、設備投資計画及び投融資計画に照らして必要な長期性資金（主に銀行借入及び社債発行）を調達しております。また、

損益計画及び運転資金収支に照らして短期的な運転資金（主に銀行借入及びコマーシャル・ペーパー発行）を調達しております。なお、

一時的な余資については、安全性の高い金融資産で運用しております。

受取手形及び売掛金は、取引先の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、当社は与信管理規程に従い、連結子会社に

ついては当社と同様の規程に基づき、管理を行なっております。投資有価証券は、時価等の変動リスクに晒されておりますが、主に取引

先企業の株式であり、定期的に把握された時価等が取締役会に報告されております。

支払手形及び買掛金、借入金等は、資金調達に係る流動性リスクに晒されておりますが、当社財務部においてグループ全体の資金計画

について管理しております。

デリバティブ取引は、為替、金利及びアルミ地金等の売買に係る相場変動リスクを回避するために利用し、投機を目的とした取引は一

切実施しないこととしております。当該リスクに関しては、当社は内部規程に従い、連結子会社については当社と同様の規程に基づき、

管理を行なっております。

２．金融商品の時価等に関する事項

平成26年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：百万円）

連結貸借対照表計上額 ※１ 時価 ※１ 差額

(1) 現金及び預金 151,930 151,930 －

(2) 受取手形及び売掛金 363,514 363,514 －

(3) 投資有価証券

　①満期保有目的の債券 15 15 －

　②関連会社株式 17,604 21,666 4,062

　③その他有価証券 94,919 94,919 －

(4) 支払手形及び買掛金 (410,895) (410,895) －

(5) 短期借入金 (249,835) (250,432) (597)

(6) １年内償還予定の社債 (26,000) (26,289) (289)

(7) 未払金 (39,709) (39,709) －

(8) 社債 (151,000) (155,710) (4,710)

(9) 長期借入金 (360,411) (367,570) (7,159)

(10) デリバティブ取引　※２

　①ヘッジ会計が適用されていないもの (210) (210) －

　②ヘッジ会計が適用されているもの (3,029) (3,029) －

※１　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

※２　デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、（　）で示

しております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

(1) 現金及び預金及び(2) 受取手形及び売掛金

　これらの時価については、主に短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(3) 投資有価証券

　市場価格等によっております。

(4) 支払手形及び買掛金、(5) 短期借入金並びに(7) 未払金

　これらの時価については、主に短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

なお、短期借入金に含まれる１年内返済予定の長期借入金（連結貸借対照表計上額61,702百万円）の時価は（9）長期借入金の時価算定

方法と同一の方法によっております。

(6) １年内償還予定の社債及び(8) 社債

　市場価格等に基づき算定しております。

(9) 長期借入金

　元利金の合計額を、新規に同様の借入を行なった場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。変動金利に

よる長期借入金は金利スワップの特例処理の対象とされており、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の

借入を行なった場合に適用される合理的に見積られる利率で割り引いて算定する方法によっております。

(10) デリバティブ取引

　為替予約の時価については先物為替相場、金利スワップの時価については契約を締結している取引先金融機関から提示された価格、

商品先渡の時価については商品先物相場によっております。

　なお、為替予約の振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている売掛金及び買掛金等と一体として処理されているため、その時価

は、当該売掛金及び買掛金等に含めて記載しております（上記(2)(4)(7)参照）。

　また、金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているため、その時価は、

当該長期借入金の時価に含めて記載しております（上記(9)参照）。

（注２）非上場株式等（連結貸借対照表計上額67,082百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、

時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(3) 投資有価証券 ②関連会社株式、③その他有価証券」には含めておりませ

ん。
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１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 184円11銭

１株当たり当期純利益 22円62銭

（金額は百万円未満の端数を切り捨てております。）
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個 別 注 記 表

重要な会計方針

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 満期保有目的の債券　　　　　　　　　　原価基準

(2) 子会社株式及び関連会社株式　　　　　　移動平均法による原価基準

(3) その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　　　　　　決算日の市場価格等による時価基準（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定）

時価のないもの　　　　　　　　　　　移動平均法による原価基準

２．デリバティブの評価基準

時価基準

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法

　原材料及び貯蔵品及び鉄鋼事業部門（高砂鋳鍛鋼工場を除く）、溶接事業部門及びアルミ・銅事業部門の製品、半製品、仕掛品は総平

均法、高砂鋳鍛鋼工場並びに機械事業部門及びエンジニアリング事業部門の製品、仕掛品は個別法による原価基準（貸借対照表価額は収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）によっております。

４．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

①自己所有の固定資産　　　　　　　　定額法によっております。

②リース資産

所有権移転ファイナンス・

リース取引に係るもの

　自己所有の固定資産に適用する方法と同一の方法によっております。

所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るもの

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(2) 無形固定資産　　　　　　　　　　　　　定額法によっております。

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく

定額法を採用しております。

(3) 長期前払費用　　　　　　　　　　　　　均等償却しております。

５．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金　　　　　　　　　　　　　　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金　　　　　　　　　　　　　　従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3) 製品保証引当金　　　　　　　　　　　　機械事業部門の産業機械、エンジニアリング事業部門のプラント及び鉄鋼事業部門の鋳鍛

鋼品の販売後の保証費用の支出に備えるため、売上高に対する過去の経験率に基づく当事業

年度負担見積額のほか、特定案件の当事業年度負担見積額を計上しております。

(4) 受注工事損失引当金　　　　　　　　　　受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における未引渡工事等の損失見積

額を計上しております。

(5) 環境対策引当金　　　　　　　　　　　　「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」により処理が義務

付けられているＰＣＢ廃棄物の処理費用について、当事業年度末における見積額を計上して

おります。

(6) 構造改革関連費用引当金　　　　　　　　事業の構造改革に伴い発生する費用について、当事業年度末における見積額を計上してお

ります。

(7) 退職給付引当金　　　　　　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき計上しております。

　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間による定額法により費用処理す

ることとしております。

　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間による定額

法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

６．収益の計上基準

　機械事業部門及びエンジニアリング事業部門の請負工事については、当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる

工事には工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事には工事完成基準を適用しております。

７．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、為替予約を振り当てたものを除き、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。

８．ヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法　　　　　　　　　　　繰延ヘッジ処理によっております。

　なお、個別に為替予約を付した外貨建金銭債権債務等については振当処理を行なっており

ます。

　また、特例処理の要件を充たす金利スワップ取引については特例処理によっております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段　　　　　　　　　　　　　為替予約取引、金利スワップ取引及び商品先渡取引

ヘッジ対象　　　　　　　　　　　　　為替、金利及びアルミ等地金の売買に係る相場変動による損失の可能性がある資産又は負

債（予定取引により発生が見込まれるものを含む。）
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(3) ヘッジ方針及び

ヘッジ有効性の評価方法

　相場変動のリスクの低減を目的としてヘッジ取引を実施しており、投機を目的としたヘッ

ジ取引は一切実施しないこととしております。

ヘッジ有効性の評価については、内部規程に基づき実施しております。

９．繰延資産の処理方法

　株式交付費は、支出時に全額費用として処理しております。

10．退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計

処理の方法と異なっております。

11．消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

12．連結納税制度の適用

　連結納税制度を適用しております。

13．会計方針の変更

（減価償却方法の変更）

　有形固定資産の減価償却方法については、従来、建物及び構築物は定額法、その他は定率法を採用しておりましたが、当事業年度より

その他の資産についても定額法に変更しております。

　当社は、近年の経営環境の変化に伴い、鋼材事業をはじめとして、従来の生産能力増強投資が減少する一方、競争力強化投資が増加し

ております。また、当事業年度を初年度とする中期経営計画において、製造設備は長期安定的な稼働を想定しており、保全工事などの設

備維持コストも平準化し、市場環境や技術の変化による陳腐化リスクも少ないと見込んでおります。このような状況を踏まえ、より適正

な費用と収益の対応を図り、経営実態を的確に反映するため、定額法に変更するものであります。

　この変更に伴い、従来の方法に比べて、減価償却費が22,673百万円減少し、営業利益は20,234百万円、経常利益及び税引前当期純利益

は20,237百万円、それぞれ増加しております。

貸借対照表に関する注記

１．担保に供している資産及び担保に係る債務

(1) 担保に供している資産

有形固定資産 7,685百万円

関係会社株式 3,018

その他 2,738

合計 13,442 ※

(2) 担保に係る債務

関係会社の金融機関借入金 40,914百万円 ※

※　当事業年度末の担保に供している資産のうち13,424百万円は、電力卸供給事業の事業主体である神鋼神戸発電(株)の金融機

関借入金39,107百万円に対して、抵当権等を設定したものであります。

２．有形固定資産の減価償却累計額 1,865,376百万円

３．保証債務

　他の会社の金融機関からの借入債務等に対し、保証を行なっております。

神鋼不動産(株) 6,200百万円

日本エアロフォージ(株) 4,410

コベルコ クレーン インディア PVT.LTD. 　2,614

神鋼汽車鋁部件(蘇州)有限公司 2,532

神鋼圧縮機製造(上海)有限公司 2,332

コベルコ マテリアル・カッパーチューブ

　・タイランド CO.,LTD.
2,249

コウベ スチール インターナショナル

（ＵＳＡ）INC.
1,955

その他（18社他） 8,780

合計 31,076

　上記には、保証類似行為に該当するもの（1,161百万円）を含めております。

４．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権 127,158百万円

長期金銭債権 39,441

短期金銭債務 92,462

長期金銭債務 544
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損益計算書に関する注記

　１．関係会社との取引高

営業取引による取引高

売上高 301,587百万円

仕入高 622,086

営業取引以外の取引による取引高 52,423

　２．減損損失

　　　　当事業年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 場所及び件数
種類及び金額
（百万円）

事業用資産
神戸市灘区他
　計３件

機械装置等
19,975

上記については、鉄鋼事業部門における鋼材事業の構造改革に伴い設備の一部遊休化を決定したこと等により、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（19,975百万円）として特別損失に計上しております。

　３．構造改革関連費用

構造改革関連費用5,725百万円は、鉄鋼事業部門における鋼材事業の構造改革に伴い発生する解体工事費等であります。

株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度の末日における自己株式の数

普通株式 4,902,371株

税効果会計に関する注記

　繰延税金資産の発生の主な原因は、株式評価損及び税務上の繰越欠損金であります。

関連当事者との取引に関する注記

種類
会社等の
名称

議決権等
の所有割合

関係内容

取引内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）役員の

兼任等
事業上の関係

関連
会社

神鋼商事(株) 直接
13.33％

間接
0.19％

(21.55％)

7人 当社は同社に製品の一部を
販売しております。また、
同社より鉄鋼原料その他の
原材料（設備用資材を含
む）を購入しております。

鉄鋼原料、その他の
原材料、設備用資材
等の購入

346,477 買掛金 21,578

関西熱化学(株) 直接
24.00％

5人 当社は石炭等を売却し、同
社よりコークス等を購入し
ております。

石炭等の売却 66,873 未収入金 7,968

コークス等の購入 71,860 買掛金 13,915

（注）１．取引条件及び取引条件の決定方針等

一般取引と同様に市場実勢を勘案し、価格交渉の上、決定しております。

２．消費税額は、科目の期末残高には含まれておりますが、取引金額には含まれておりません。

３．（　）内は、議決権行使に関し同意している者の所有割合で外数であります。

１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 140円64銭

１株当たり当期純利益 18円23銭

　（金額は百万円未満の端数を切り捨てております。）

－ 9 －


